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研究成果の概要（和文）：研究の成果として、自律したメンバーで構成される現代的なチームにおける未来共創
リーダーシップの概念モデルを提示した。
「自然発生的な集団機能としてのリーダーシップが、相互作用によりメンバーの考えを向上させ、かつ、メンバ
ーの考えと自分の考えを集団の知識として合意のもと作り上げ、未来のために創発を起こす場合に、イノベーテ
ィブな結果となる」というリーダーシップスタイルを提案した。未来のための創発と、それを推進するリーダー
シップのモデル提案は新規性が高い。実務的には、未来共創を促進するリーダーの人材育成に貢献するという意
義がある。この研究により第8回知識共創フォーラムにおいて、共創賞を受賞している。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to create a conceptual model explaining an 
innovative thought process among independent-minded members in a group. We administrated 
experimental workshops and acquired data to clarify what kind of group functions are generated and 
how they work for innovative outputs. We analyzed the text data of interactions among group members 
and the knowledge co-creation process promoted by a leadership. 

From the analyses, we found an innovative output was created as the result of an amalgamation of the
 thoughts of the members and an emergence for the future, which were created by an autonomously 
occurred leadership. As an academic contribution, we clarified one of the emergent processes of 
innovative knowledge collaboration for the future in a small group, and the leadership style to 
promote it. Practically, it contributes to human resource development of future-oriented leaders. We
 have been awarded the “Knowledge co-creation award” for this research. 

研究分野： 経営学、経営情報学

キーワード： Leadership　Knowledge co-creation　Innovative thinking　Groupwork　Interaction　Text mining　
Future orientation　Emergence
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研究成果の学術的意義や社会的意義
学術的意義としては、イノベーション思考形成の過程を説明する概念モデルとして、小集団における自然発生的
なリーダーシップが、メンバーの考えを集団の知識として作り上げてゆく過程を明らかにした。特に、イノベー
ション思考が形成される過程として、未来のために、これまでとは異なる新しい考えが創出される過程を導出し
た。これは、創発的過程の１つの明確化であり、また、現代におけるリーダーとは、どのような働きをしている
かを明らかにしたものである。社会的意義としては、イノベーションが求められるディスカッション等でのリー
ダーシップの1つの在り方を提示し、未来志向的リーダーの人材育成に貢献する。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 
イノベーションは、社会的に普及して起きる革新的変化である。普及のためには社会にとって
有益である必要があり、ニーズの把握と論理（正しいという拠り所）が必要になる。普及する
ためのイノベーションの仕組みを考えることも重要である。革新的イノベーションは、暗黙的
にそれら要件をすべて含んでいる。「斬新な技術」＋「ニーズ把握」＋「論理」＋「仕組み」を
包括的に理解し、考える力をイノベーション思考と定義し、個人においてイノベーション思考
がいかに形成されるかを把握することを目的とした。 
 
このような背景のもと、本研究は、個人のイノベーション思考形成に「時間軸視点（時間的視
点の違い）」と「存在論的視点（立場による視点の違い）」の切り替えによる論理変更がどのよ
うな影響をもたらすかを分析することを通じて、個人のイノベーション思考形成の過程を説明
する概念モデルを構築することを目的として設定した。これは、イノベーション人材育成方法
論開発のための基盤となるモデルであり、社会にとって有意義な人的資源育成戦略に貢献する。 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、当初は、個人のイノベーション思考形成に「時間軸視点（時間的視点の違い）」と「存
在論的視点（立場による視点の違い）」の切り替えによる論理変更が、どのような影響をもたら
すかを分析することを通じて、個人のイノベーション思考形成の過程を説明する概念モデルを
構築することを目的としていた。 
 
この目的は、研究を続ける中で、小集団におけるメンバー間相互作用によるイノベーティブな
知識共創に、時間軸視点（時間的視点の違い）、特に「未来志向的な視点」と、それを促進する
「リーダーシップ」がどのような影響をもたらすかを説明する概念モデルの構築へと変更した。
変更の理由としては、少なくとも、当研究における実験的ワークショップにおいては、イノベ
ーションは共創で生まれており、その過程に影響するリーダーシップの重要性が判明したため
である。 
 
３．研究の方法 
 
研究手法として、当初は事例研究を採用した。 
28 年度には、実証的ワークショップでデータを収集し、「自然発生的な集団機能としてのリー
ダーシップが、相互作用によりメンバーの考えを向上させ、かつ、メンバーの考えと自分の考
えを集団の知識として合意のもと作り上げ、未来のために創発を起こす場合に、イノベーティ
ブな結果となる」という仮説を設定した。これは、集団のアウトプットとしての未来共創を導
くリーダーシップの仮説である。 
 
29 年度においては、この仮説を実証するために、実験的なワークショップ授業を実施した。実
験的ワークショップ授業においては、「未来志向的な視点」として将来事例を用いている。この
ワークショップにおいて、仮説に示されたリーダーシップと、その作用によるイノベーティブ
なアウトプットが構築されるかを検証する。具体的には、ある地方自治体を想定して 20 年後の
地域活性化をテーマとし、ビジョンと構想図としてのロードマップを作成するワークショップ
を実施している。分析用のデータを収集し、そのテキスト分析から、ワークショップ構成員の
相互作用とそれを推進するリーダーシップによるイノベーティブな知識の共創過程を明らかに
し、仮説を検証した。 
 
４．研究成果 
 
実験的ワークショップにおける発言データの共起分析および特徴語分析より、リーダーがどの
ように自分の意見をチームの意見とし、まとめているかを明確化した（図 1 に、リーダーの発
言がチームの意見となっている例を示す）。また、リーダーがアウトプットに及ぼす影響を、ア
ウトプット上のテキストの共起分析によって明らかにした（図 2 に、リーダーの発言がアウト
プットに影響している例を示す）。これらに加え、メンバーに対する満足度調査等も行い、定性
分析も含め総合的に分析を進め、最終的に前述のような小集団においては、共創の過程でグル
ープのメンバー間に相互作用が発生し、その相互作用を効果的に起こすことのできる新しいリ
ーダーシップのスタイルがあることが明らかになった。 
 
 
 
 
 



     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1．発言データの共起分析の例       図 2．アウトプット・データの共起分析の例 

(西中・白肌・神田, 2017)   (西中・白肌・神田, 2017) 
 
実験的ワークショップにおいては、共創過程におけるリーダーシップの１つとして、2 者リ

ーダー間の相互的な影響があり、さらにメンバーの参加と合意があってチームとしての結果に
結び付き、満足度が上がることが明らかになった。そこには、相手の意見を認めながらも、自
分の意見を融合させ、チームの意見としてゆく暗黙的なリーダーシップの作用があり、合意と
共創を促進していた。良いリーダーとは、知識共創の結果として価値を生み出すリーダーであ
り、また、メンバー間の「認知のずれ」をまとめながら自分の考えを入れた上でチームの意見
として合意形成とし、メンバーの満足度をもたらす力がリーダーシップであった(西中, 2018)。 
 
学術的意義として、自律したメンバーで構成される現代的なチームにおける未来共創リーダ

ーシップの 1つのモデルを提示した。特に、イノベーション思考が形成される過程として、未
来のために、これまでとは異なる新しい考えが創出される過程を導出した。これは、創発的過
程の１つの明確化であり、また、自律的メンバーが多い現代的なチームにおいて、リーダーシ
ップがどのように生まれ、どのような働きをしているかを明らかにしたものである。これまで
のリーダーシップ理論においては、このような現代的で平等なメンバー間におけるリーダーシ
ップの発生メカニズムとその影響を明らかにした研究は非常に少なく(山口, 2014)、未来のため
の創発と、それを推進するリーダーシップのモデル提案は新規性が高い。 
 
メンバー各々が主体性を持つ集団で、役割の事前アサインがなくタスクを進めるというケー

スは、実社会においてはかなり頻繁に見られる。例えば、プロジェクトの代表者が集まってタ
スク等を実施する場合や、大学の授業においてアウトプットを作成する場合などが該当すると
思われる。実際には事例が多いにもかかわらず、先行研究は比較的少ないことが背景として挙
げられる。また、リーダーシップの発生過程を相互作用の観点からとらえた研究は独創性が高
い。この研究結果より、第 8 回知識共創フォーラム（2018/3）において、共創賞を受賞してい
る。 
社会的意義としては、イノベーションが求められるディスカッション等での、リーダーシップ

の 1つの在り方を提示することで、革新的リーダーの人材育成に貢献する。 
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